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ア カ ガ イ 天 然 採 苗 試 験

宝多 森夫 ･川村 要 ･浜田 勝雄 ･尾鷲 政幸

本試験は昭和28年度の予備試験を皮切 りに､四半世紀以上にわたり継続して実施され多くの成果を得

てきたが､本来の目的である種苗の安定確保､つまり能率的な天然採苗方法の確立には至っていない｡

つまり本試験の成否は採苗技術の向上によってよりも､天然母貝資源の増減や水温その他の年変動によ

って左石されることの方が大であり､陸奥湾のアカガイ資源が枯渇の危機に瀕している今日では､自然

にたよる天然採苗法では資源の増大は期待できず､一方でより積極的な手段の施行が望まれる｡しかし

本試験の調査結果の蓄積は今後の基礎資料として重要であり､本年度も従来の調査項目について実施し

た｡

浮遊 幼 生 調査

本調査は陸奥湾全湾の浮遊幼生の水平的 ･垂直的分布から､産卵規模 ･採苗適期等を推定し､関係組

合に連絡することを目的として行なう｡ウィングポンプにより各層 (5 ･10･20･30m )から海水 300

g採水し､網目100〝のプランクトンネットで濠過する方法を用い､本年度は第 1図に示した 5地点に

おいて 7月23日から9月11日の間に前後 3回実施した｡幼生の出現状況は第 1表に示したとおり最高で

も12.5個/mSであり､その数は極めて少なく､しかも偏った分布を示した.次にアカガイの浮遊期間を

約30日間として本年度の産卵時期を推定すると､8月 9日に出現した幼生は 7月中旬から下旬であり､

9月11日に出現した幼生は9月初旬であると

思われた｡また調査地点 5における本年度の

夏期水温の水深別変化を第 2図に示したが､

アカガイの産卵が20℃以上の水温を要するも

のとすると､ 8月 9日に出現した幼生は極く

浅所に棲息する母貝の産卵によるものであり､

9月11日に出現した幼生は比較的深所の母貝

によるものではないかと考えられる｡

しかし本年度はどの水深に棲息する母貝群

も産卵規模は小さく､採苗器の投入は早めに

行うことが有利であると思われ､遅くとも8

月中旬には採苗器を投入するよう関係組合に

連絡した｡53年度同様の採苗不良が予想され

た｡
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第 1図 浮遊幼生調査地点



第 1表 浮遊幼生の出現状況

調査月日 調査地点 ラ-バの殻長別出現量 (個/nt) 水深別出現量 (個/nf)120 140 160 180 200 220 240 260 280 300 合 計 5m 10m 20m 30ml〟 ～ ～ ～ ～ ～ i ～ i ～140 160 1

80 200 220 240 260 280 300 3207.23 2345

0000 0000 0000 0000 00008.9 12345 3.3 1.7 0.81.7 2.5 1.7 0.8

0.8 00.80012.5 03.30016.5 000033.0 00000 000009.ll 1

2345

0

.8 00.8000 00000 0

000003.3000 00000上旬中 下 上
中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下6月 7月 8月

9月 10月第 2図 夏期水温の水深別変化 (調査地点 5)付着稚 貝 調査

本調査は採苗器への椎貝付着状況等を検討し､今後の採苗事業の能率化に資するものである｡本年度は奥内 ･川内の 2ヶ所

において､ 7月23日から9月 4日の間に採苗器を投入して実施した｡採苗器は例年どおり玉ネギ袋の

中に漁網を入れたものを使用し､ 1袋当たりの椎貝付着状況を第 2表､付着椎貝の成長を第 3表に示した｡椎貝の付着数



投入しても能率的な採苗は不可能であった (第 4表 )｡このことは深所の母貝資源の産卵規模が極めて

小さかったと考えざるを得ない｡とりあえず現状では採苗器の投入は下層に集中し､また早期に産卵す

ると思われる浅所資源の付着時期にあわせることが肝要であろう｡

第 2表 採苗器 1袋当たりの椎貝付着状況

投入場所 入月日投入水深 7.23 7.27 8.8 8.26

9.4奥 内 12m 0 2.0 0 022m

2.5 1.5 0.5 0川 内 12m17m

22m 1.00.57.0

第 3表 付着椎貝の平均殻長の推移

調査月日投入場所 ll.5 ll.28

1.21奥 内川 内 5.2mm 9.5mm 13.8mm第 4表 採苗器 1袋当たり最大付着数の推移 (単位 :

個 )年度 投入時期7 月 7 月 8 月

8 月 8 月 9 月 採 苗器 の種 類投入場所 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬昭36 奥 内 40

I 15144ll 19647104 16

5 413 346126 クレモナ網袋 (漁網入 り)

43 奥 内 300 224 玉 ネギ 袋 (杉

の葉入 り)45 奥 内 295 404 玉 ネ ギ 袋 (漁網入 り)47 輿 - 内 665 222 玉 ネ ギ 袋 (漁網入 り)52

5354 川 内奥 内川 内奥 内川 内 36621 46110玉 ネ

ギ 袋 (漁網入 り)玉 ネ ギ 袋 (漁網入 り)玉 ーネ ギ 袋 (漁網入 り)また参考までにアカガイ以外の

主な付着椎貝について､昭和55年 4月の調査結果を第 5表に示したが､その概況は昭和53年度と同

様であり､多 く付着がみられたのはアカザラガイ ･サルボウ･ホタテガイの唄であり､アカザラガイとホタテガイが奥内 ･川内の両地先で差がみられないのに対し､サルボ

ウは奥内で



第 5表 主な貝類の付着状況

地先奥 内 川

内種類 (採苗器528袋分) (採苗器10

4袋分)ア カザ ラガ イ 24,000個

3,000個サ ル ボ ウ 1

7,000 300ホ タ テ ガ イ 1,000 600

ウグイスガイ科 2

60 0ア カ

ガ イ 34 57タ イ ラ ギ 9 0
エゾキンチヤク

ガイ 4 2マ ガ

キ 2 0イ タ ヤ ガ イ 0 1天然採苗状況調査昭和55年 4月に漁業者の天

然採苗状況を調査した (第 6表 )が､採苗器の投入を行った組合 (支所 )は 4ヶ所で延べ98人にとどまり

､ホタテガイ採苗業者数の20分の 1であった｡また全般に極端な採苗不良であ り､養殖用の種苗を確保できたのは 1ヶ所にとどまった｡このままでは

漁業者のアカガイ養殖への意欲は低

下する一方であるように思われた｡第 6表 漁業者によ

る天然採苗状況組 合 名(支所 )調査項目 川 内 む つ 浦 田 原 別

採 苗 業 者 数 70 人 3 人 6 人 19 人経 営 形

態 個 人 個 人 個 人 グループ採 苗 器 投 入 数 14,000袋

3,000袋 950 袋採 苗 器 投 入 時 期 8月下旬 8月下旬 8月10日～8月20日 8月

上旬～8月中旬採 苗 器 投 入 深 度 2

0- 25m 45 m 25- 35m椎 貝 採 取 数 70,000個 僅 か 僅 か

僅 か55年度天然採苗予定 育 育 育 育そ の 他 意 見 沖に投入 した採苗器 数年不良が続いて 昭和50年頃から急

試験的に実



養 殖 状 況調査

昭和55年 4月に実施 した養殖状況調査によると､大部分がパールネットで垂下する方法を用いている｡

種苗確保には採苗器で天然採苗する方法 と韓国から購入する方法が用いられ､ 2ヶ所で52年産貝が約 3

万個､53年産貝が約30万個養殖 されている(第 7表 )｡また53年度には全湾的にホタテガイ養殖寵にア

カガイ椎貝 (53年産貝 )の付者 (パールネット1枚当た り0- 7個 )がみられ､それらを養殖 している

漁業者 も多いと思われる｡出荷には成貝 (満 3年貝 )を食用として出荷する方法と禾成貝 (満 2年末満

の貝 )を種苗用として県外に出荷する方法が用いられ､単価は成員でkg当た り800- 1,300円､末成貝

で 1,300- 1,500円であった｡

第 7表 漁業者による養殖状況

組合名調査項目(支所)川 内 浦

田主 な 種 苗 確 保 法 天然採苗 韓 国 か ら購 入天然採苗

(不振 )養 殖 業 者 数 90 人

漁業研究会養殖数量 52年産貝 20,000
個 ll,000個`53年産貝 230,000個 (7i) 66




